
進捗状況報告書（5 学生の受け入れ）＜商学研究科＞2013.xls

目標の進捗状況報告書
　　　（２０１３年度・大学）

　 　

対象部局

大項目

中項目
小項目

小項目

小項目

小項目

要素

2009 2010 2011 2012 2013

→学内外を対象として春学期・秋
学期に各２回ずつ開催している入
試説明会の告知方法の多様化、参
加人数の増加。

Ａ Ａ Ｂ Ａ

 

→充足率。 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
 

→教育コンテンツや卒業生のキャ
リア等についての情報共有の促進
とそのための機会提供。

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
 

 ☆

左記目標の「指標」 2009 2010 2011 2012 2013

→ 　 　 　 　 　

→ 　 　 　 　 　 　

　

本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の自己評価を行っている。
進捗状況評価はA､B､C､Dの4段階とし、2013年4月30日現在における目標の達成度評価(2013年度の達成に対してどこまで進んだかの評価)を行っ
た。 A､B､C､D評価は目安として次のようなものである。

2010年度以降に設定した「目標」

３．専門職業人の養成を教育目標のひとつとして教員が意識を共有す
る。

Ⅱ．目標の進捗状況評価と進捗状況報告（2013.4.30現在の進捗状況報告）
　《進捗状況評価》

　

2009年度に設定した「目標」 左記目標の「指標」
進捗状況評価

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

１．内部からの進学者のみでなく、広く学外入学者、内部・外部からの
留学生、他研究科からの入学者を受け入れる。

２．定員充足率を高める。

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局
本シートの自己点検・評価を行う部局と項目・要素は次のとおりである。

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

5.0.2 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

要素 学生募集方法、入学者選抜方法の適切性

入学者選抜において透明性を確保するための措置の適切性

5.0.4　学生募集および入学者選抜は、学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に実施されているかについて、定期的に検証を
行っているか。

　

5.0.3　適切な定員を設定し、学生を受け入れるとともに、在籍学生数を収容定員に基づき適正に管理しているか。

要素 収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

商学研究科

5 学生の受け入れ　（研究科）

5.0.1 学生の受け入れ方針を明示しているか。
要素 求める学生像の明示

当該課程に入学するにあたり、修得しておくべき知識等の内容・水準の明示

障がいのある学生の受け入れ方針
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　《進捗状況》　☆

目標の進捗状況について次のとおり簡単に説明する。

目標１

目標３

備考

　《評価指標データ》

目標２

学内外を対象として春学期・秋学期に各2回ずつ大学院入学説明会を開催した。商学研究科の掲示板やＷｅｂサイトで大学院入学説明
会の開催を告知し、研究科委員会において教員にも学生への周知を依頼している。商学研究科の予算は極めて少なく、商学研究科単
独での告知方法のこれ以上の多様化は困難である。2012年から全学の大学院説明会に参加し、これまで以上の広報を行ったため、
2012年度の進捗度評価をAとした。

2013年度入学者数は前期課程で定員の57％（17/30）、後期課程で80%（4/5）となり、前期課程入学者数が若干増加した。前期課程入
学者数のコース別内訳では、専門学識コースは定員の85%（15/20）、研究職コースは20%（2/10）であった。前期課程と後期課程は、
教育効果を考慮すれば適正な入学者数を得たことになる。在籍者数全体でも収容定員とは大きくかけ離れてはいないので、大学院組
織全体でも活気がある。

専門職業人の養成が教育目標の一つであることは、教員は当然ながら意識を共有している。教育コンテンツや卒業生のキャリア等に
ついて各分野ごとに情報交換を行っている。2012年度において目立った変更はないため、進捗度評価をＢに据え置いた。

2012年度に比べ前期課程の在籍者数が若干増加し、前期課程研究職コースの入学者数も２名に増えた。入試説明会を年4回開催すると
ともに、2012年からは全学の大学院入試説明会にも参加している。このため、2012単年度の進捗評価はBとした。

　　　（特定項目データ）本項目は数量的なデータによる評価（現状分析）が可能なため、次のとおり指標を定め経年比較している。

前期／後期課程 単位 2009 2010 2011 2012 2013 備　考

前期課程 30 30 30 30 30

後期課程 5 5 5 5 5

前期課程 36 36 34 28 30

後期課程 4 3 5 4 4

前期課程 34 22 25 17 20

後期課程 4 2 4 4 4

前期課程 26 18 22 15 17

後期課程 4 2 4 4 4

前期課程 1.2 1.2 1.1 0.9 1.0

後期課程 0.8 0.6 1.0 0.8 0.8

前期課程 0.66 0.68 0.66 0.68 0.65

後期課程 0.22 0.28 0.40 0.50 0.72

前期課程 30.8% 22.2% 13.6% 20.0% 11.8%

後期課程 100.0% 50.0% 75.0% 75.0% 100.0%

前期課程 60 60 60 60 60

後期課程 25 20 15 15 15

前期課程 49 46 44 41 35

後期課程 8 7 8 11 12

前期課程 81.7% 76.7% 73.3% 68.3% 58.3%

後期課程 32.0% 35.0% 53.3% 73.3% 80.0%

倍

・5/1現在
・一般入試入学者数÷入学者数

・5/1現在
・志願者÷入学定員

倍
・5/1現在
・入学者数÷入学定員

注）指標２，３について入学定員の変更あり
　　2006年度まで前期課程50名、2007年度より前期課程30名

％

人

指標7 入学者に占める一般入試入学者の比率

名 ・5/1現在

指標6
入学定員に対する入学者数比率（5年間平
均）

指標10

【商学研究科】

指標2 志願者総数

指標5 志願者倍率

指標1 入学定員

指標4 入学者数

名 ・5/1現在

指標3 合格者数 名 ・5/1現在

・5/1現在

指標8 収容定員 名

指標9 在籍学生数 名

収容定員に対する在籍学生数比率 ％

・5/1現在

・5/1現在

・5/1現在
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